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取組方法・取

組実績の概要 

 本プロジェクトの目的は，バスケットボール競技において，プレー状況の変化に応じて即興

的にプレー経過を創出するタイプの攻撃戦術（以下，フリーランス・オフェンス）を中心に採

用し，国際的及び日本国内において高い競技成績を残しているトッププレイヤー及びトップコ

ーチを対象として，攻撃戦術の指導に関する実践知を知識化すること，及びジュニア期におけ

る効果的な戦術指導に役立つ知見を実践現場に提供することである。 
 プロジェクト期間内において，トッププレイヤー及びトップコーチに対するインタビュー調

査を終え，トッププレイヤーについてはテクストの作成やテクストの分析が終了し，フリーラ

ンス・オフェンスを遂行する際の実践知としてまとめることができた。 
 トップコーチについては，現在テクストの作成及びテクストの分析を行っている。また，収

集することができた膨大な映像資料についても現在分析を行っており，映像資料を用いたイン

タビュー調査を再度行った上で，フリーランス・オフェンス指導の実践知として結果を公表す

る予定である。 
  

研究成果の 
概要 

 トッププレイヤーの攻撃戦術指導の実践知について以下のような成果が得られた。 
1. 180cm台のオールラウンダーが即興性の高いフリーランスで戦う方法は，体格に劣る日本

女子バスケットボールチームが国際大会において高い競技成績を収めるために現時点で

も一定の効果がある。 
2. バスケットボールにおけるフリーランスには，個々のプレイヤーの動きにルールを設定す

ることで個人戦術を効果的に連続させるタイプと，チームを2対2や3対3の部分集団に

分けて階層的に認識し個々のプレイヤーの個性を生かすグループ戦術を素材にプレー展

開の予測を共有するタイプがあることが示唆された。また，後者のタイプのフリーランス

を効果的にプレーできるようになるためには，プレイヤー間でプレーの意図や優先順位に

関するコミュニケーションを相当量とることが重要になることが示唆された。 
3. 速攻場面とセット場面とに分けて攻撃開始局面の拘束条件を生み出すルールを設定して

すること，攻撃の開始方法はポイントガードのプレーに他のプレイヤーが連動する方法

と，ポイントガード以外のプレイヤーがグループ戦術を先に仕掛けてシュートチャンスを

創り出す方法の2種類があったこと，また，攻撃継続中においてもグループ戦術が瞬時に

拘束条件に設定されるケースがあったこと，困った時には指定したプレイヤーの個人戦術

を起点にするかパターン・オフェンスを用いることによって局面を打開していたことが示

唆された。 
 今回得られた知見は，国際的に高い競技実績を持つ 1 名のプレイヤーの語りから得られたも

のである。今後，コーチの視点を加え，フリーランスの設計法，養成法に関する実践知を帰納

的に集積していく必要があると考えられる。 
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